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豪州経済はインフレ率の抑制や内需などから底堅い推移が期待

◼ 豪州経済はインフレ率の抑制や内需などから底堅い推移が期待

◼ 豪州債券は3％以上の利回りで取引されている魅力ある投資対象

◼ 豪州と日本の金融政策の方向性の違いなどが豪ドルをサポート

UBSアセット・マネジメント株式会社

オーストラリア債券投資のヒント

～好利回りなどから豪州債券投資の魅力は上昇～

出所：リフィニティブ、RBA
上記は過去のデータおよび資料作成現時点の見通しであり、将来の市場動向を示唆あるいは保証するものではありません。

• 5月2日、オーストラリア準備銀行（中央銀行）は、政

策金利を0.25％引き上げ3.85％に決定しました。

• 1-3月期の消費者物価指数は前年同期比+7.0％

と、昨年10-12月期の+7.8％から伸びが鈍化してい

ますが、合理的な期間内にインフレ率を目標（2-

3％程度）に戻すことが重要であるとし利上げが行

われました。

• 中央銀行は、インフレ率は今年中には4.5％、2025

年半ばには3％になると予想している一方、労働市

場では失業率が約50年ぶりの低水準にあることか

ら、賃金のインフレ率に与える影響に注意を払うと

発表しています。

• また、世界経済や家計の消費動向、物価と労働市

場の動向を注視しつつ、インフレ率を目標に戻すと

いう決意に変わりはなく、そのために必要なことを

行っていくとしています。

• 経済成長については、堅調な内需やインフレ率の

低下などを背景に、2023年第4四半期の+1.2％を

底に2025年半ばにかけて改善していくと予測して

います。

■豪州の政策金利と国債利回り推移
（2019年12月末～2023年5月12日）

（％）

■豪州のインフレ率推移
（2021年4Q～2025年2Q、前年比、予想含む）
（％）

（年）

RBA見通し

豪州債券は3％以上の利回りで取引されている魅力ある投資対象

（年/月）

• オーストラリア債券の利回りは、2022年5月に始

まった豪州の利上げを織り込むかたちで上昇しまし

たが、インフレ率の上昇の落ち着きなどを背景に安

定した推移を示しています。

• 今後のインフレ率の推移や労働市場の動向によっ

ては年内の利上げの可能性も示唆されていること

から、経済指標や政策当局者からの発言等に左右

される展開も予想されます。

■豪州の成長率推移
（2021年4Q～2025年2Q、前年比、予想含む）
（％）
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豪州と日本の金融政策の方向性の違いなどが豪ドルをサポート

（年/月）

■豪ドルの推移（2019年12月末～2023年5月15日）

出所：リフィニティブ、RBA、Rimes
上記は過去のデータおよび資料作成時点の見通しであり、将来の市場動向を示唆あるいは保証するものではありません。
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• オーストラリア統計局が5月４日に発表した3月の貿

易統計では、輸出は前月比４％増加、輸入は同2％

増加で貿易収支は152億豪ドル超の黒字となり、市

場予想を上回りました。

• 3月の中国向け輸出は前年比30％以上増加し過去

最高を記録したことなどから、オーストラリアの貿易

黒字は過去2番目の高水準となりました。

• 鉄鉱石の対中国輸出（数量）は塊鉱が前月比

24.3％増、粉鉱が同17.7％増加し、一般炭も同

125％増加した模様です。

• オーストラリア準備銀行の追加利上げ見通しを踏ま

えた場合、オーストラリア金利の低下余地は限定的

との指摘もあり、年後半には中国景気の再加速期

待やインフレ率のピークアウトなどによる景気底上

げが期待されます。

• 欧米を中心とした世界景気減速懸念が市場で十分

に織り込まれ、資源価格が底堅く推移した場合は、

豪州と日本との金融政策の方向性の違いなどが豪

ドル（対円）のサポート材料になると考えられます。

（豪ドル/円） （豪ドル/米ドル）

豪ドル高

（Point2 続き）

• 一方で、オーストラリア債券の利回り上昇により、

オーストラリア10年国債は3%以上の利回り水準で

取引されています。

• 2023年の不透明な市場環境の中、豪州は良好な

財政状況などを背景に信用格付はAAAと最高位を

誇っています。信用力の高い豪州債券は先進国の

中でも比較的高いインカム収益が期待されることか

ら魅力的な投資対象のひとつと考えられます。

■豪州貿易収支の推移
（2015年12月～2023年3月、月次）

（年/月）

（億豪ドル）
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